
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

大
徳
連
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
会
長

野
田

八
郎

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
大
徳
連
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
25
年
12
月
に
立
ち
上
げ
、

26
年
4
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
、
地
域

づ
く
り
協
議
会
は
順
調
に
進
め
て
お
り

ま
す
。
部
会
は
4
部
会
で
の
構
成
。
「
安

心
安
全
部
会
」
・
「
お
も
い
や
り
部
会
」
・

「
健
康
学
習
部
会
」
・
そ
し
て
「
広
報
部
会
」

で
す
。
連
区
内
に
お
け
る
様
々
な
議
案

事
項
等
を
大
局
的
に
協
議
審
議
す
る
場
、

そ
れ
が
「地
域
づ
く
り
協
議
会
」
で
す
。

連
区
所
属
各
種
団
体
長
や
、
役
員
が
テ

ー
ブ
ル
に
着
き
、
連
区
の
実
情
に
合
っ
た

事
業
活
動
等
の
ご
意
見
を
出
し
、
検
討

し
な
が
ら
融
合
性
を
図
り
、
お
知
恵
を

出
し
て
戴
く
の
が
目
的
で
す
。
新
事
業
に

つ
い
て
も
、
従
前
よ
り
行
っ
て
お
り
ま
す

「
防
災
訓
練
」。
大
き
な
規
模
で
の
実
施

が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
「東
海
・東

南
海
地
震
」
が
連
日
、
テ
レ
ビ
等
マ
ス
コ
ミ

で
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
昨
今
、
皆
さ

ん
と
共
に
災
害
意
識
を
高
め
な
く
て
は

成
ら
な
い
と
、
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
域

社
会
に
お
い
て
は
、
地
域
と
人
と
の
絆
を
、

節
に
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

又
、
2
年
後
に
完
成
予
定
の
「
大
徳
連

区
公
民
館
」
完
成
の
暁
に
は
、
今
以
上
に

き
め
の
細
か
い
各
地
域
で
の
活
動
の
輪

が
、
広
が
っ
て
い
く
事
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
大
徳
連
区
民
の
皆
様
が
積
極
的
に

各
部
会
事
業
に
参
加
し
て
、
そ
し
て
ご
意

見
を
出
し
て
戴
く
。
活
気
あ
ふ
れ
る
大

徳
地
域
に
成
る
よ
う
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

『大
徳
連
区
防
災
訓
練
実
施
』

11
月
23
日
（日
）午
前
8
時
。
伊
勢

湾
沖
を
震
源
と
す
る
大
地
震
発
生
。
当

地
域
は
、
震
度
6
強
の
激
し
い
揺
れ
に

見
舞
わ
れ
、
家
屋
が
倒
壊
し
、
負
傷
者
も

多
数
発
生
し
た
。
本
部
を
尾
西
消
防
署

に
設
置
。
訓
練
参
加
機
関
は
、
大
徳
連
区

自
主
防
災
会
・消
防
団
大
徳
分
団
・
尾
西

消
防
署
。
参
加
者
二
百
名
余
は
そ
れ
ぞ

れ
に
、
訓
練
に
適
し
た
服
装
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
。
当
日
は
風
も
な
く
暖
か
な
日

和
で
終
始
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

訓
練
の
説
明
に
聞
き
入
る
参
加
者
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『大
徳
公
民
館
各
部
会
』

“女
性
学
習
部
”

7

月
に
伝
統
工
芸
士
岸
野
布

沙
衣
さ
ん
ご
指
導
の
下
、
女
性
学

級
の
皆
さ
ん
60
名
が
、
「
名
古
屋

友
禅
体
験
」
学
習
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
行
程
は
本
職
へ
お
願

い
し
、
10

月

11

日
（
土
）
・
12

日

（
日
）
の
両
日
、
旧
尾
西
水
道
事
務

所
で
作
品
の
お
披
露
目
を
し
た
処
、

両
日
に
渡
り
、
135
名
の
皆
さ
ん
に

お
出
か
け
戴
き
ま
し
た
。

名
古
屋
友
禅
の
作
品
展

“魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
部
”

11
月
８
日
（
土
）大
徳
小
学
校
で
、

「
三
世
代
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
大

徳
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
皆
さ
ん
の

指
導
の
も
と
開
催
。
地
域
よ
り
80
名

程
の
選
手
が
集
い
12
組
に
分
か
れ
、
秋

の
一
日
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

プ
レ
ー
を
楽
し
む
参
加
者

“成
人
部
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
”

11
月
23
日
（日
）
尾
西
緑
道
か
ら
堤

治
神
社
ま
で
の
往
復
を
2
時
間
掛
け

て
50
余
名
の
方
が
参
加
。
晴
天
に
恵
ま

れ
、
全
員
完
歩
し
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
中
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

“魅
力
部
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き
大
会
”

12
月
7
日
（日
）
大
徳
小
学
校
に
て

も
ち
つ
き
大
会
が
晴
天
の
も
と
600
名

（
子
ど
も
150
名
程
）
余
の
皆
さ
ん
と
、

盛
大
に
楽
し
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
供
と
の
餅
つ
き
に
慎
重
な
役
員
さ
ん
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
伝
統
芸
能
「新
開
い

ぶ
き
太
鼓
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ト
ド
ロ

ク
太
鼓
の
大
演
奏
。
子
供
達
は
お
菓
子

釣
り
を
楽
し
ん
だ
一
日
で
し
た
。

慎
重
な
役
員
さ
ん

会
場
を
魅
了
す
る
響
き
と
楽
し
い
お
菓
子
つ
り

“魅
力
部
と
成
人
部
と
で

合
同
の
社
会
見
学
”

12
月
10
日
（
水
）三
重
県
伊
賀
市
の
醤
油

製
造
元
と
、
忍
者
村
で
、
75
名
の
皆
さ
ん

が
有
意
義
に
学
習
し
た
一
日
で
し
た
。

醤
油
製
造
所
見
学
と
忍
者
屋
敷

◇
1
月
・
2
月
各
種
団
体

行
事
の
ご
案
内
◇

「
い
ち
み
ん
」
が
日
時
及
び
場
所
等
を

ご
案
内
し
ま
す
。

☆

交
通
安
全
総
決
起
大
会

尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

1
月
25
日
（
日
）
10
：
00
～
11
：
40

☆

ひ
な
ま
つ
り
会

大
徳
児
童
館

2
月
21
日
（
土
）
09
：
00
～
17
：
00

参
加
さ
れ
る
方
は
、

各
種
団
体
開
催
案
内
の
ご
確
認
を

再
度
し
て
下
さ
い
ね
。

記
載
で
き
な
い
事
業
が
有
り
ま
す
。

次
回
号
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

広
報
部
会


